
2026年 10月 8日 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 

 

アナモレリン塩酸塩及びポサコナゾールの 

「使用上の注意」の改訂について 

 
一般名 

販売名 

一般名 販売名（承認取得者） 

①アナモレリン塩酸塩 

②ポサコナゾール 

 

①エドルミズ錠 50mg（小野薬品工業株

式会社） 

②ノクサフィル錠 100mg、同点滴静注

300mg（MSD株式会社） 

販売開始年月 ①2021 年 4月 

②2020年 4月（錠）、2020年 7月（点滴静注） 

効能・効果 ①： 

下記の悪性腫瘍におけるがん悪液質 

非小細胞肺癌、胃癌、膵癌、大腸癌 

②： 

〇造血幹細胞移植患者又は好中球減少が予測される血液悪性腫瘍患者

における深在性真菌症の予防 

〇下記の真菌症の治療 

侵襲性アスペルギルス症、フサリウム症、ムーコル症、コクシジオイ

デス症、クロモブラストミコーシス、菌腫 

改訂の概要 ①： 

1. 「2. 禁忌（次の患者には投与しないこと）」の項に「ポサコナゾー

ルを投与中の患者」を追記する。 

2. 「10. 相互作用」の「10.1 併用禁忌（併用しないこと）」の項に

「ポサコナゾール」を追記する。 

②： 

1. 「2. 禁忌（次の患者には投与しないこと）」の項に「アナモレリン

塩酸塩を投与中の患者」を追記する。 

2. 「10. 相互作用」の「10.1 併用禁忌（併用しないこと）」の項に

「アナモレリン塩酸塩」を追記する。 

改訂の理由及び調査

の結果 

アナモレリン塩酸塩とポサコナゾールの併用時における薬物動態学的

な影響を評価した。ポサコナゾールの強い CYP3A 阻害作用により、

CYP3Aにより代謝されるアナモレリン塩酸塩の曝露量が増加し、アナ

モレリン塩酸塩の副作用の発現が懸念されることから、使用上の注意

を改訂することが適切と判断した。なお、アナモレリン塩酸塩とポサ

コナゾールの併用を禁忌とすることの医療現場への影響について、関

連学会に意見を聴取し、特段大きな問題はないことを確認した。 

 


